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　　標記の研修会を別紙実施要領の通り、来る９月５日（水） ～ ７日（金） の３日間、 神戸市所在の

「ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸」 を会場として開催いたします。

　　学務ご多忙の折柄とは存じますが、 貴学就職担当者並びに関係教職員の方々のご参加を賜り

たく、 ご通知申しあげます。
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平成２４年度

私立短大就職担当者研修会

実施要領

主催・一般財団法人私学研修福祉会　　協力・日本私立短期大学協会



研修会の目的

　今年の夏は全国的に電力不足が声高に叫ばれています。今まで当たり

前であったことが当たり前でなくなる時代になりました。各種メディア

では日々就職関連記事で賑わっていますが、学生の雇用環境は実質的に

は好転していません。特に短大生を取り巻く雇用環境は、地域間格差、

専門職の雇用形態、一般職求人数の減少など問題が山積したままです。

　そのような状況の中で今年の研修会は開催されます。毎年、会員校の

皆様の協力を得てまとめ上げている就職状況調査の結果がこれらの問題

すべてを提起しています。今年も研修会にて報告する予定でおりますの

で、社会情勢の不安定さが如何に短大生にしわ寄せとなってあらわれて

いるのかを是非、ご確認いただきたいと思います。

 グループ討議ではこれらの問題に加えて、旬なキーワード、「グロー

バル人材」 「秋入学」 「社内公用語」 「グループワーク」 「ボランティア」

についても話題にしてみてください。

　さて、今年は就職活動時期に変化が起きました。文部科学省主導の就

職問題懇談会と日本経済団体連合会との合意により、就職広報活動の開

始時期が２カ月遅れの１２月からとなりました。早期化・長期化による

学業への悪影響回避の策です。短大への影響のほどは如何でしょうか。

厚生労働省も未内定卒業者への対応、 キャリア形成支援、 若年者雇用

等々について各種施策を講じています。今回の研修会では、これらを統

括する厚生労働省から講師を招き、我われの関心事について講演をして

いただきます。参考になる話が多々あるものと確信しております。

　しかし、さまざまな支援策を講ずるも、主体はあくまでも学生自身で

す。本研修会では、前向きな学生、普通の学生、消極的な学生、それぞ

れのタイプに合わせたキャリア教育、就職指導を相互に確認しあうと共

に、各種問題解決の一助となるようなプログラム設定をしました。

　参加された皆様の成果が上がることを委員一同願っております。
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実施要領

■開催期日 平成２４年９月５日（水）～７日（金）の３日間

■会　　　場 神戸市 「ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸」 <後掲案内図参照>

　〒６５０-０００２　神戸市中央区北野町 １ 丁目

電話 ０７８ （２９１） １１２１

■参加資格 私立短期大学の理事長・学長・就職担当者 並びに研修内容に関心をもたれ

ている教職員の方々で、定員２５０名に達し次第 締切ります。

■参加経費 全日程で１人 ３０，０００円  （参加費、昼食代、懇談会費、コーヒー代を含む）

■宿　　　泊 本研修会参加に伴う宿泊については、 各自ご手配ください。

ホテルのセールスオフィスあて、下記のＦＡＸ番号にて お申し込みく

ださい。

　問合せ・申込み

　　「ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸　セールスオフィス」　

ＦＡＸ 　（０７８）２９１－８３４３

電 話 （０７８）２９１－１１２１

■そ の 他 （１）研修会の受付は、９月５日（水）正午より、[ＡＮＡクラウンプラ

　 ザホテル神戸]の１０階『ザ・ボールルーム』 前にて行います。

（２）研修会第１日の <カテゴリー別研修> は、 Ａ・Ｂ・Ｃ の３つ

　 のカテゴリーに分かれて進めます。 　後掲の研修内容等をご確認

　 のうえ、参加を希望する研修名を参加申込書に明記してください。

（３）研修会第２日の <グループ討議> は、

　 ①「幼 ・保・福祉等」 グループ 

　 ②「企業」 グループ  　に分かれて進めます。 

 　所属を希望するグループ名を参加申込書に明記してください。

　 　なお、運営委員会にて、それぞれのグループを小グループに分けます。　

 　　予めご承知おきください。

（４）研修会第１日の研修後、午後６時より、「情報交換懇談会」を行い

　 ます。グループ討議のグループごとに進めますので、名刺をたくさん

　 ご持参のうえ、全員ご出席ください。 

される場合は、同封の <宿泊申込書> に必要事項をご記入のうえ、同

なお、研修会場の『ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸 』に宿泊を希望
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日程

第３日・９月７日（金）

9:00 9:00

10:15
休憩

12:00
閉 会 挨 拶

開 会 挨 拶
オリエンテーション

　　　　（午前の続き）

3:30

　　　＊グループごとに着席

　　　＊冒頭３０分は、

　　　　　グループごとに自己紹介 　 ※ 会期中の研修会場内は禁煙にさせていただきます。

カテゴリー別研修の報告

6:00

会場移動

情報交換懇談会

5:00

5:30

4:30

講　演　Ⅰ

第２日・９月６日（木）

10:30

11:00

講　演　Ⅱ

会場移動・休憩

第１日・９月５日（水）

12:00

受　　付
12:30

1:00

3:10

1:00

3:00

幼・保

12:00

12:10

グルーフﾟ討議

調査報告

グルーフﾟ討議

昼食・休憩

　　休憩（コーヒータイム）

カテゴリー別研修

講　演　Ⅲ

10:30

8:00

企業・基本就職指導
合同

2:30

企業
基本就
職指導

会場移動・休憩
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研修内容
第１日・９月５日（水）

■開会挨拶 　　 日本私立短期大学協会 就職問題委員会 委員長

　　 東北文教大学短期大学部 理事長

■講演 Ⅰ 大学生のキャリア形成支援と若者の雇用をめぐる最近の動き

　　 厚生労働省 職業能力開発局 育成支援課 キャリア形成支援室室長

浅　野　浩　美　氏

　　　　<プロフィール>

一橋大学社会学部卒。

昭和５８年労働省入省（心理）。

■調査報告 平成２３年度「私立短大卒業生の卒業後の状況調査」報告

　　 日本私立短期大学協会 就職問題委員会 委員 　長　堀　一　之　氏

 　　  (北翔大学短期大学部 キャリア支援センター担当課長）

■カテゴリー別研修

Ａ 『幼・保』研修 （午後３時３０分～５時３０分）

　　事例発表を中心として

平成３年全国初の女性専用の公共職業安定所「大阪レディス・ハローワーク」

初代所長。職業安定局雇用政策課広報担当官、群馬県職業安定課長、職業安定

局業務指導課中央職業指導官等を経て、平成１５年より雇用・能力開発機構

キャリア支援部職業意識啓発推進室長として、若年者職業意識啓発、キャリ

ア・コンサルタントの養成等を担当。その後、大阪労働局需給調整事業部長、

東京労働局需給調整事業部長等を経て、平成２３年４月より現職。

内　田　鍈　一　氏

　
　本研修では、保育者養成校の教職員連携による取組み事例な
どを交え、養成校における就職支援者として、養成校が抱えて
いる課題等を共有化し、保育者としての資質をどのように身に
つけさせるのかなどについて情報交換を行います。
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Ｂ 『企業』研修

Ｃ 『基本就職指導』研修

　テーマ ： 受けたくなる会社の魅せ方

ー学生は企業の何を見ているかー

　　★後半の１時間は、Ｂ、Ｃ それぞれに分かれて下記のとおり進めます。

Ｂ 『企業』研修 （午後４時３０分～５時３０分）

Ｃ 『基本就職指導』研修 （午後４時３０分～５時３０分）

※ この＜カテゴリー別研修＞は、前記 Ａ・Ｂ・Ｃ のグループに分かれて進めます。

　　参加を希望する研修名を参加申込書に明記してください。

　　合同講演会　　（午後３時３０分～４時３０分）

　

　後半の１時間では、企業の採用担当者より２０１３年採用状

況等について、昨年と比較しながらさまざまな側面からの分析

を交えてお話をいただきます。さらに、採用担当者から見た短

大生についても忌憚のないご意見をいただきます。

　

　後半の1時間は、前半のテーマに対し、我々が取るべき行動、

行うべき基本業務を確認し、キャリア教育の理想と就職指導の

理念を体系的に提起します。質疑応答の時間も確保します。

　
　前半の1時間は、本研修会運営副委員長の高田茂氏より、厳し

い雇用環境にあって採用者側の視点から「魅力ある企業とは何

なのか」「有効な人材募集はどうするべきか」それらの課題に

対して、我々はいかなるキャリア教育および就職指導が必要か

を見つめなおします。
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第２日・９月６日（木）

■講演 Ⅱ 就活に勝つ情報力―世間は考える学生を求めている―

　　一般社団法人共同通信社デジタル戦略本部企画開発室委員

　 「就活 News Navi」プロジェクトマネジャー 浜　村　寿　紀　氏

　　　　<プロフィール>

広島大学総合科学部卒。

８６年、共同通信社入社。社会部記者、デスクとして幅広いテーマを取材。

０７年９月に社長室（現経営企画室）に移り、国内外のＩＴ、メディア関係

の情報収集・分析、デジタル事業の企画立案・開発に従事している。

０６年４月から ０８年３月まで慶應義塾大学メディア・コミュニケーション

研究所非常勤講師。 現在、国際大学グローバル・コミュニケーション・セン

ターフェロー兼務。 共著に「東アジアの電子ネットワーク戦略」（慶應義塾

大学出版会）などがある。

■グループ討議 就職・進路指導のあり方

<共通テーマ> ※ 下記のテーマを中心に各グループにて討議・情報交換を行います。

（１） キャリア教育および就職支援の充実策について

（２） 就職支援における教職員の連携について

（３） “働くこと”への意識・意欲を持てない学生に対する指導について

（４） 早期離職につながる採用者側の待遇等改善への働きかけについて

<グループ編成>

 　　①【幼・保・福祉等】グループ

 　　②【企業】グループ

※所属を希望するグループを参加申込書に明記してください。

<グループ討議の進め方>

 　　【幼・保・福祉等】、【企業】のそれぞれの参加者を小グループに分けて討議を

　　 進めます。
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第３日・９月７日（金）

■カテゴリー別研修の報告

Ａ 『幼・保』研修

　 千葉経済大学短期大学部 専任講師 　小　倉　定　枝　氏

Ｂ 『企業』研修

　 共立女子短期大学 就職進路課担当課長 石　川　昌　宏　氏

Ｃ 『基本就職指導』研修

　目白大学短期大学部 キャリア支援グループマネジャー 林　　　真　己　氏

■講演 Ⅲ 生き方雑記帖

　　 作家 山　本　一　力　氏

　　　　<プロフィール>

昭和２３（１９４８）年、高知県に生まれる。

昭和４１年、都立世田谷工業高等学校電子科を卒業。

会社員を経て平成９年、「蒼龍」で第７７回オール讀物新人賞を受賞。

平成１２年に初の単行本「損料屋喜八郎始末控え」を上梓。

平成１４年には「あかね空」で第１２６回直木賞を受賞。

その他の著書に「だいこん」「峠越え」「辰巳八景」「ジョンマン（波濤編）」

「菜種晴れ」「ほかげ橋夕景」などがある。

最新刊は「朝の霧」（文藝春秋社刊）

東京都江東区在住。

■閉会挨拶

　　 日本私立短期大学協会 就職問題委員会 委員長

　　 東北文教大学短期大学部 理事長
内　田　鍈　一　氏
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平成２４年度　運営委員　（指導員）

内 田 鍈 一 　　東北文教大学短期大学部　理事長　（委員長）

高 田 茂 　　千葉敬愛短期大学　キャリアセンター長　（副委員長）

長 堀 一 之 　　北翔大学短期大学部　キャリア支援センター担当課長

田 中 敬 一 　　八戸短期大学　准教授

梅 山 文 秀 　　群馬医療福祉大学短期大学部　キャリアサポートセンター長

菊 入 哲 夫 　　聖徳大学短期大学部　キャリア支援室長

小 倉 定 枝 　　千葉経済大学短期大学部　専任講師

杉 田 穏 子 　　青山学院女子短期大学　教授

石 川 昌 宏 　　共立女子短期大学　就職進路課担当課長

岩 井 絹 江 　　東京家政大学短期大学部　進路支援センター事務部長

吉 田 和 代 　　文化学園大学短期大学部　就職相談室長

林 真 己 　　目白大学短期大学部　キャリア支援グループマネジャー

加 藤 博 　　金城大学短期大学部　法人本部長

田 中 康 司 　　北陸学院大学短期大学部　副参事

奥 田 隆 　　大手前短期大学　キャリアサポート室長

渡 邉 亮 太 　　山口短期大学　准教授

福 井 清 二 　　四国大学短期大学部　就職キャリア支援部長

澤 田 小百合 　　九州女子短期大学　学生支援課長

姫 野 隆 行 　　西南女学院大学短期大学部　就職課長

（順不同・敬称略）
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参加申込み等

■申込み方法 消費税法との関連により、参加申込書は日本私立短期大学協会あてご送付願

いますが、参加費の納入は一般財団法人私学研修福祉会宛ご送金ください。

■参加費の納入先 　一般財団法人　私学研修福祉会（短大口）　　※たんだいくち

　　三菱東京ＵＦＪ銀行　神田支店　普通預金　　１２２５０３６　

■申込書の送り先 　〒102-0073

　東京都千代田区九段北４-2-25（私学会館 別館6階）

　日本私立短期大学協会　就職担当者研修会 係

■納入について ・指定の振込み用紙は、同封いたしておりません。

 各短大により、適宜、前記の銀行口座にお振込みください。

 その際、必ず個人名のみではなく、短期大学名を明記してください。

 また、振込み手数料は、貴学にてご負担いただきますようお願いいたします。

・参加者が複数の場合は一括してお振込みください。

・一度納入された参加費は原則として返還いたしません。

■申込みに際して 参加申込みは、同封の「研修会参加申込書」に必要事項を記入し、

裏面に参加費の振込みを証明する書類のコピーを貼り付けてください。

⇒従って、申込みは次の順序となります。

①私学研修福祉会へ（振込み） ②日本私立短期大学協会へ（郵送）

　振込を証明する書類のコピーを貼付して

受　　付

※事前の連絡なしに、ＦＡＸにて参加申込書を送られても受付けはされません。
※参加費をお振込みいただいても、参加申込書が届かなければ受付けはされません。

　参加申込み締切り期日 平成２４年７月１９日（木）

＊　ご質問等お問合わせは日本私立短期大学協会事務局（中澤）まで。  ＴＥＬ　03-3261-9055

 ＦＡＸ　03-3263-6950

参加費の納入 申込書の送付
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会場案内図

「ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸」

　〒６５０－０００２　神戸市中央区北野町 １丁目

　　　電話　０７８ （２９１） １１２１

　■ 山陽新幹線・神戸市営地下鉄「新神戸駅」直結

　■ 三宮（JR・阪神・阪急）より市営地下鉄でひと駅

　　※関西国際空港より三宮まで：空港リムジンバスで70分

　　※神戸空港より三宮までポートライナー18分

　　■新幹線　新神戸駅からのアクセス
   　　改札口からコンコースを直進し、
   　　突き当たり左側の連絡橋渡ってすぐ
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